
１
　
は
じ
め
に

銀
行
が
経
営
破
綻
し
た
場
合
に
、
預
金
保
険
機
構
か
ら
一
、
〇
〇
〇
万
円
ま
で
の
払
い
戻
し
を
受
け
る
ペ
イ
オ
フ
制
度
が
今
年
四

月
か
ら
実
施
さ
れ
た
（
１
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
銀
行
破
綻
に
と
も
な
っ
て
ペ
イ
オ
フ
が
発
動
さ
れ
る
と
、
同
一
人
が
同
一
の
銀
行
に
預
け

て
い
る
預
金
は
す
べ
て
名
寄
せ
さ
れ
た
上
で
一
、
〇
〇
〇
万
円
ま
で
の
払
い
戻
し
を
預
金
保
険
機
構
か
ら
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
一
、

〇
〇
〇
万
円
を
越
え
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
破
綻
銀
行
の
処
理
を
進
め
た
上
で
当
該
銀
行
の
破
産
管
財
人
か
ら
受
け
取
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
部
分
の
弁
済
は
保
証
さ
れ
な
い
。

ペ
イ
オ
フ
導
入
に
と
も
な
っ
て
、
個
人
預
金
等
に
つ
い
て
も
預
入
れ
先
の
金
融
機
関
を
分
散
す
る
な
ど
の
自
衛
的
な
動
き
が
見
ら

れ
る
が
、
ペ
イ
オ
フ
の
影
響
を
受
け
る
の
は
個
人
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
地
方
公
共
団
体
の
管
理
す
る
公
金
も
、
銀
行
の
経
営
破

綻
に
よ
っ
て
ペ
イ
オ
フ
が
発
動
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
対
象
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
総
務
省
は
昨
年
度
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ

対
策
に
つ
い
て
の
研
究
会
と
り
ま
と
め
（
２
）

を
発
表
し
、
各
地
方
公
共
団
体
の
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
従
来
の
公
金
管
理
状
況
を
概
観
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
ペ
イ
オ
フ
対
策
が
検
討
さ
れ
て
い
る

か
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
ペ
イ
オ
フ
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
公
金
の
一
部
を
国
債
な
ど
元
本
・
利
子
の
返
済
が
極
め
て
確
実
な
債
券

で
運
用
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、
証
券
市
場
に
一
定
の
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。
と
り
わ
け
、
地
方
公
共
団
体
の
公

金
の
う
ち
、
基
金
と
呼
ば
れ
る
比
較
的
長
期
的
な
性
格
を
持
つ
資
金
に
つ
い
て
は
、
債
券
な
ど
で
の
運
用
の
余
地
が
存
在
す
る
と
考
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え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
が
進
む
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
指
定
金
融
機
関
の
あ

り
方
に
も
変
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

２

地
方
公
共
団
体
の
公
金
の
概
要

日
本
の
地
方
公
共
団
体
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
、
特
別
区
で
合
計
三
、
二
〇
〇
あ
ま
り
存
在
し
て
い
る
。
地
方
公
共
団
体
の
運

用
資
金
残
高
は
二
〇
兆
円
を
越
え
、
地
方
債
発
行
残
高
は
一
六
四
兆
円
に
の
ぼ
る
。
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
は
、
地
方
銀
行
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
金
融
機
関
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
が
地
元
金
融
機
関
に
と
っ
て
最

大
の
取
引
先
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
め
ず
ら
し
く
な
い
と
さ
れ
る
。

地
方
公
共
団
体
の
公
金
は
、
お
お
ま
か
に
歳
計
現
金
と
基
金
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
３
）。

公
金
は
、
地
方
税
や
地
方
交
付
金
、
地

方
債
に
よ
っ
て
調
達
さ
れ
、
最
大
の
歳
出
項
目
で
あ
る
給
与
関
係
費
の
ほ
か
、
建
設
事
業
費
、
社
会
保
障
関
連
費
な
ど
と
し
て
支
出

さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
歳
入
歳
出
に
関
わ
る
現
金
が
歳
計
現
金
で
あ
る
。
歳
計
現
金
は
歳
入
と
歳
出
の
時
間
的
な
ズ
レ
の
た
め
に
生
じ

て
い
る
滞
留
資
金
で
あ
る
た
め
、
流
動
性
の
高
い
形
で
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
方
自
治
法
に
も
、
歳
計
現
金
は
「
最
も
安

全
か
つ
有
利
な
方
法
に
よ
り
こ
れ
を
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
三
五
条
）
と
の
定
め
が
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
金
融
機
関

に
預
金
し
て
安
全
に
保
管
す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
つ
、
支
払
準
備
に
支
障
の
な
い
か
ぎ
り
、
適
正
適
時
に
預
金
に
よ
る
運
用
の
利
益

を
図
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
（
昭
和
三
八
年
行
政
課
長
通
知
）。
実
際
に
は
、
歳
計
現
金
は
要
求
払
い
預
金
か
、
あ
る
い
は
ご
く

短
期
の
大
口
定
期
預
金
と
し
て
運
用
さ
れ
て
い
る
の
が
通
常
で
あ
る
。

一
方
、
地
方
公
共
団
体
の
基
金
は
、
地
方
自
治
法
二
四
一
条
の
「
特
定
の
目
的
の
た
め
に
財
産
を
維
持
し
、
資
金
を
積
み
立
て
、

又
は
定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
た
め
の
基
金
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
す
る
規
定
に
基
づ
い
て
設
立
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
地
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表１　地方公共団体の基金の運営状況（1998年度末）

資料　地方財務協会「地方財政統計年報」

（単位　億円）
現預金 信託 有価証券 土地 その他共合計

都
道
府
県

積立金 40,802 1,126 1,479 － 46,789
財政調整基金 4,043 56 5 － 4,103
減債基金 18,577 139 644 － 19,873
その他特定目的基金 18,182 931 830 － 22,813
定額運用基金 5,002 81 6 2,601 15,179
土地開発基金 4,054 34 － 2,571 8,441
その他定額運用基金 948 47 6 30 6,738
合　　　計 45,804 1,207 1,485 2,601 61,968

市
　
町
　
村

積立金 95,012 3,891 2,808 352 105,691
財政調整基金 25,090 1,508 493 － 27,738
減債基金 13,891 79 524 － 15,012
その他特定目的基金 56,031 2,304 1,791 352 62,941
定額運用基金 8,847 37 22 7,438 19,450
土地開発基金 7,086 12 5 7,270 16,832
その他定額運用基金 1,761 25 17 168 2,618
合　　　計 103,859 3,928 2,830 7,790 125,141

特
　
別
　
区

積立金 5,908 50 13 － 6,236
財政調整基金 1,368 － － － 1,368
減債基金 609 － － － 609
その他特定目的基金 3,931 50 13 － 4,259
定額運用基金 611 － － 277 927
土地開発基金 304 － － 240 545
その他定額運用基金 307 － － 37 382
合　　　計 6,519 50 13 277 7,163

表２　主要金融機関の公金預金の内容（1998年度末）

資料　日銀『金融経済統計月報』
（注） 公金には地方公共団体のほか政府関係預り金を含む。

（単位　億円）
要求払預金 定期性預金 外貨預金 その他共合計

国内銀行 67,389 128,941 41,831 238,180
うち都銀 26,448 33,178 26,732 86,372

地銀 37,131 68,462 6,713 112,310
第二地銀 3,152 19,778 1,776 24,708

551 1,285 5,401 7,239
信託 104 6,236 1,207 7,548

信用金庫 3,114 18,822 358 22,298

長信銀
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方
債
償
還
や
産
業
振
興
、
文
化
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
を
も
っ
た
基
金
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。
基
金
の
運
営
は
、「
条
例
で
定

め
る
特
定
の
目
的
に
応
じ
、
及
び
確
実
か
つ
効
率
的
に
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
二
四
一
条
）
と
さ
れ
て
い
る
。
基
金
は
、

そ
の
設
立
の
目
的
に
か
な
っ
た
運
用
を
行
う
こ
と
と
な
る
た
め
、
歳
計
現
金
に
比
べ
て
長
期
の
運
用
が
可
能
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
、

全
地
方
公
共
団
体
合
計
で
一
九
兆
円
の
基
金
残
高
の
う
ち
、
現
預
金
が
約
八
〇
％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
お
り
、
有
価
証
券
で
の

運
用
は
わ
ず
か
二
％
に
過
ぎ
な
い
。

こ
れ
ら
の
公
金
預
金
は
、
指
定
金
融
機
関
（
４
）

な
ど
の
地
元
地
方
銀
行
を
中
心
と
し
て
預
け
ら
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
大
都
市

圏
で
は
都
市
銀
行
の
指
定
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
町
村
で
は
信
用
金
庫
や
農
協
が
指
定
さ
れ
る
場
合
も
多
い
。

３
　
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ
対
策

以
上
の
よ
う
に
銀
行
預
金
中
心
で
管
理
・
運
用
さ
れ
て
き
た
公
金
に
と
っ
て
、
二
〇
〇
二
年
四
月
以
降
の
銀
行
破
綻
に
よ
っ
て
ペ

イ
オ
フ
が
発
動
さ
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
き
わ
め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
各
地
方
公
共
団
体
は
具
体
的
な
ペ
イ

オ
フ
対
策
の
と
り
ま
と
め
に
動
い
て
い
る
が
、
そ
の
指
針
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
総
務
省
の
研
究
会
（
５
）

が
平
成
一
三
年
三
月
に
発
表
し

た
と
り
ま
と
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
の
と
り
ま
と
め
に
の
っ
と
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
を
見
て
み

よ
う
。

研
究
会
で
は
、
地
方
公
共
団
体
の
ペ
イ
オ
フ
対
策
と
し
て
、
①
金
融
機
関
の
破
綻
の
可
能
性
も
含
め
た
平
常
時
か
ら
の
経
営
把
握

と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備
、
②
金
融
機
関
破
綻
時
の
ペ
イ
オ
フ
実
施
を
念
頭
に
お
い
た
公
金
預
金
の
保
護
法
策
の
検
討
・
実
施
、
③

や
む
を
得
ず
被
害
が
出
た
場
合
の
補
完
的
な
公
金
保
護
策
の
構
築
の
可
能
性
、
の
三
点
に
つ
い
て
検
討
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
、

③
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
損
害
保
険
と
し
て
の
商
品
化
、
地
方
公
共
団
体
に
よ
る
基
金
の
創
設
な
ど
が
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る



も
の
の
、
い
ず
れ
も
す
ぐ
に
実
行
可
能
な
対
策
で
は
な
い
の
で
、
十
分
な
検
討
を
要
す
る
と
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

本
稿
で
も
前
述
の
①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

①
　
金
融
機
関
の
経
営
把
握
と
そ
の
た
め
の
体
制
整
備

と
り
ま
と
め
で
は
、
ペ
イ
オ
フ
解
禁
後
は
公
金
預
金
の
管
理
・
運
営
に
関
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
自
己
責
任
の
重
要
性
を
指
摘

し
、
そ
の
う
え
で
、
第
一
に
、
地
方
公
共
団
体
は
取
引
銀
行
の
経
営
状
況
を
把
握
し
た
う
え
で
、「
安
全
で
確
実
か
つ
有
利
な
」
公

金
の
管
理
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
銀
行
の
経
営
状
況
分
析
の
た
め
の
体
制
整
備
を
行
う
必
要
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
第
一
の
銀
行
の
経
営
状
況
把
握
の
た
め
に
、
自
己
資
本
比
率
な
ど
の
「
健
全
性
」、
総
資
産
業
務
純
益
率
な
ど
の

「
収
益
性
」、
預
金
量
の
推
移
な
ど
の
「
流
動
性
」
の
三
点
を
挙
げ
て
、
銀
行
経
営
の
概
要
を
把
握
す
る
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。
ま

た
、
分
析
に
際
し
て
は
、
他
行
比
較
な
ど
の
相
対
的
な
判
断
や
時
系
列
比
較
な
ど
の
方
法
に
よ
っ
て
行
い
、
不
良
債
権
の
状
況
や
、

地
域
性
な
ど
も
加
味
し
た
上
で
総
合
的
な
判
断
を
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
、
第
二
の
金
融
機
関
の
経
営
状
況
把
握
の
た
め
の
体
制
整
備
と
し
て
、
出
納
部
門
職
員
へ
の
研
修
の
拡
充
、
金
融
業
務
経

験
者
の
中
途
採
用
の
拡
充
、
専
門
性
の
高
い
人
材
育
成
の
た
め
の
人
事
政
策
、
専
門
家
へ
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
な
ど
の
具
体
策
を

挙
げ
て
い
る
。
こ
う
し
た
対
策
に
基
づ
い
て
、
銀
行
の
破
綻
リ
ス
ク
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
た
時
に
は
債
権
の
保
全
に

向
け
て
適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
の
ほ
か
、
住
民
に
対
す
る
説
明
責
任
（
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
）
を
果
た
す
こ
と
に
も
言
及
さ

れ
て
い
る
。

（29）



（30）

公金預金の�
類型�

保護方策の案�
�

類型Ⅰ�
歳計現金・�
歳入歳出外現金�
�

類型Ⅱ�
制度融資に係る預託金�
� 類型Ⅲ�

　各種基金�（Ａ）直接、金�
　　融機関に預�
　　金�
�

現行の国の諸�
制度を前提と�
して可能な保�
護方策の案�
�

①相殺（預金債権と借入�
　金債務（地方債）とを�
　相殺）�
�

②中小企業等に対�
　する貸付金債権�
　等への質権設定�
　　　　　　（注）�
�

①相殺（基金債�
　権と借入金債�
　務（地方債）�
　との相殺）�
�
⑤ペイオフに�
　対応した金�
　融商品・運�
　用方法の検�
　討�
�

⑥預託金方式�
　から、利子�
　補給方式へ�
　の変更�
�

①直接、金融機関に�
　預金する方式への�
　変更（→①相殺で�
　対応）�
�⑥預託金方式から、�
　利子補給方式への�
　変更�
�
�
信用保証協会を経�
由する預託金方式�
についての義務付�
けがないもの�
�

③指定金融機関から提供される�
　担保の充実�
�

③同左�
�

④金融機関が保有する国債・地方債等への質権設定�
�

国の諸制度の�
改正が必要と�
なる保護方策�
�

（Ｂ）信用保証協会�
　　を経由して預金�
�
�

⑤ペイオフに�
　対応した金�
　融商品・運�
　用方法の検�
　討�
�

①直接、金融機関に�
　預金する方式への�
　変更（→①相殺で�
　対応）�
�⑥預託金方式から、�
　利子補給方式への�
　変更�
�
�
信用保証協会を経�
由する預託金方式�
についての義務付�
けがあるもの�
�

（出所）総務省（2001）中間報告

公的預金の保護策についての概観



②
　
公
金
預
金
保
護
の
た
め
の
対
応
方
策

続
い
て
と
り
ま
と
め
で
は
、
公
金
預
金
保
護
の
た
め
に
地
方
公
共
団
体
が
と
り
う
る
対
策
を
公
金
の
種
類
別
に
列
挙
し
て
い
る
。

以
下
で
は
、
歳
計
現
金
、
各
種
基
金
、
制
度
融
資
に
係
る
預
託
金
の
三
種
類
挙
げ
ら
れ
て
い
る
公
金
の
う
ち
、
前
二
者
に
つ
い
て
の

対
応
策
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

（
１
）
歳
計
現
金
等
に
つ
い
て
の
対
応
策

流
動
性
が
重
視
さ
れ
る
歳
計
現
金
の
運
用
管
理
に
つ
い
て
、
預
金
に
よ
る
運
用
に
関
し
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
銀
行
の
経
営
状

況
な
ど
の
把
握
を
行
っ
た
上
で
、
慎
重
な
取
り
組
み
を
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
加
え
て
、
地
方
公
共
団
体
の
自
衛
策
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
の
持
つ
預
金
債
権
と
借
入
金
（
地
方
債
）
債
務
の
相
殺
、
指
定
金
融
機
関
か
ら
の
担
保
の
徴
収
、
銀
行
の
持
つ
国

債
、
地
方
債
等
へ
の
質
権
の
設
定
な
ど
に
よ
っ
て
、
ペ
イ
オ
フ
が
発
動
さ
れ
た
時
の
公
金
の
保
護
を
図
る
策
が
可
能
で
あ
る
と
し

て
い
る
。

ま
た
、
歳
計
現
金
に
つ
い
て
も
、
適
正
な
資
金
計
画
の
策
定
を
行
っ
た
上
で
、
元
本
の
償
還
及
び
利
子
の
支
払
い
が
確
実
な
債

券
で
運
用
す
る
こ
と
も
提
言
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
債
券
運
用
と
し
て
は
、
国
債
、
政
府
保
証
債
、
地
方
債
等
に
よ
る
運
用
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
運
用
に
あ
た
っ
て
は
流
動
性
が
重
視
さ
れ
る
歳
計
現
金
の
性
格
上
、
短
期
債
（
六
か
月
Ｔ
Ｂ
）、
政
府
短
期

証
券
（
三
か
月
Ｆ
Ｂ
）、
残
存
期
間
の
短
い
既
発
債
、
売
戻
特
約
付
現
先
取
引
等
に
よ
る
短
期
で
の
運
用
が
提
言
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
基
金
に
つ
い
て
は
、
歳
計
現
金
等
に
く
ら
べ
て
支
払
準
備
の
た
め
の
現
金
の
割
合
が
少
な
く
て
す
む
た
め
、
有
価
証
券
で
の
運

用
が
可
能
で
あ
り
、
国
債
、
政
府
保
証
債
、
地
方
債
等
の
元
本
の
償
還
及
び
利
息
の
支
払
い
が
確
実
な
債
券
等
に
よ
る
積
極
的
か

つ
効
率
的
な
運
用
方
法
の
ウ
エ
イ
ト
を
高
め
る
こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
基
金
に
つ
い
て
も
銀
行
預

金
と
し
て
運
用
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
歳
計
現
金
に
な
ら
っ
て
預
金
債
権
と
借
入
金
債
務
の
相
殺
、
担
保
の
徴
収
、
質
権
の
設
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定
な
ど
の
方
策
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

４

ペ
イ
オ
フ
対
策
の
困
難

総
務
省
の
と
り
ま
と
め
発
表
を
基
礎
と
し
て
、
各
自
治
体
で
も
公
金
運
営
の
た
め
の
指
針
が
次
々
と
取
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、

地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
に
は
困
難
な
点
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
、
銀
行
の
経
営
状
況
把
握
の
難
し
さ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
地
方
公
共
団
体
と
そ
の
出
納
事
務
を
受
け
持

つ
指
定
金
融
機
関
の
関
係
は
、
後
で
見
る
よ
う
に
銀
行
の
経
営
破
綻
の
可
能
性
を
前
提
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
ペ
イ

オ
フ
導
入
に
と
も
な
っ
て
、
に
わ
か
に
銀
行
の
経
営
評
価
の
体
制
を
作
り
上
げ
る
こ
と
は
困
難
が
と
も
な
う
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

地
方
公
共
団
体
に
よ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
公
金
管
理
業
務
を
担
当
す
る
人
材
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。さ

ら
に
、
地
方
公
共
団
体
が
あ
る
程
度
正
確
に
銀
行
経
営
の
状
況
を
把
握
し
た
と
し
て
も
、
経
営
の
悪
化
し
た
銀
行
か
ら
た
だ
ち

に
公
金
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
る
。
公
金
預
金
先
の
金
融
機
関
は
地
域
で
無
視
で
き
な
い
金
融
機
能
を
果
た
す
中
核

地
方
銀
行
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
銀
行
に
よ
っ
て
は
地
方
公
共
団
体
が
最
大
の
取
引
相
手
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
と
さ

れ
、
そ
う
し
た
中
核
銀
行
へ
の
資
金
供
給
を
途
絶
え
さ
せ
る
こ
と
は
地
域
経
済
へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
金
預
金
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
が
情
報
と
し
て
広
ま
る
と
、
一
般
預
金
者
の
不
安
を
あ
お
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
地
域
金
融
シ
ス

テ
ム
の
不
安
定
要
因
を
地
方
公
共
団
体
自
ら
が
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
担
保
の
徴
収
な
ど
の
地
方
公
共
団
体
の
自
衛
策
は
銀
行
側
に
と
っ
て
負
担
が
大
き
く
、
即
座
に
担
保
提
供
に
応
じ
る
こ
と

は
難
し
い
面
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
地
方
金
融
機
関
は
、
指
定
金
融
機
関
と
し
て
地
方
公
共
団
体
の
歳
計
に
か
か
わ
る
事
務
負
担



な
ど
を
無
償
で
負
担
す
る
の
が
通
例
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
の
採
算
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

５
　
指
定
金
融
機
関
制
度
の
見
直
し

ペ
イ
オ
フ
対
策
を
に
ら
ん
だ
地
方
公
共
団
体
の
対
策
は
以
上
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
一
方
の
銀
行
サ
イ
ド
に
も
、
地
方
公
共
団
体

と
の
取
引
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
あ
る
。
全
国
地
銀
協
会
の
報
告
（
６
）

で
は
、
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
に
つ
い
て
収
益
の
観
点
か

ら
い
く
つ
か
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

地
方
銀
行
の
多
く
は
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
、
税
金
等
の
公
金
の
出
納
事
務
を
取
り
扱
う
指
定
金
融
機
関
と
し
て
、
あ
る
い
は
、

指
定
金
融
機
関
の
収
納
事
務
の
一
部
を
取
り
扱
う
収
納
代
理
金
融
機
関
と
し
て
取
引
を
行
っ
て
き
た
。
規
制
金
利
時
代
に
は
、
預
貸

取
引
、
地
方
債
の
引
受
け
な
ど
に
よ
っ
て
指
定
金
融
機
関
側
も
一
定
の
収
益
を
確
保
し
て
お
り
、
全
体
と
し
て
は
十
分
な
収
益
の
見

込
め
る
取
引
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
銀
行
側
に
と
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
指
定
金
融
機
関
と
な
る
こ
と
で
地
域
の
筆
頭

銀
行
と
し
て
の
地
位
を
示
す
と
い
う
点
で
も
、
一
定
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
金
利
の
自
由
化
が
進
ん
だ
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
が
預
貸
取
引
や
地
方
債
の
引
受
け
に
入
札
制
を
導
入
し
た
こ

と
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
収
益
性
は
低
下
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
収
納
・
支
払
事
務
や
派
出
な
ど
指
定
金
融
機
関
の
事
務
コ
ス
ト
は
す

べ
て
銀
行
側
が
負
担
す
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
で
も
銀
行
の
負
担
は
相
対
的
に
重
さ
を
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
地

方
公
共
団
体
法
に
は
指
定
金
融
機
関
を
お
く
こ
と
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
は
あ
る
も
の
の
、
具
体
的
な
業
務
に
つ
い
て
の
取
り
決
め

が
な
い
。
こ
の
た
め
、
慣
行
的
に
地
方
公
共
団
体
の
資
金
管
理
に
関
わ
る
多
く
の
業
務
が
暗
黙
の
う
ち
に
指
定
金
融
機
関
の
業
務
と

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
根
拠
が
明
ら
か
で
な
い
ま
ま
指
定
金
融
機
関
が
無
償
で
負
担
し
て
い
る
と
い
う
。

地
銀
協
会
が
平
成
一
一
年
に
実
施
し
た
加
盟
地
方
銀
行
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、
地
方
銀
行
の
多
く
に
、
今
後
地
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方
公
共
団
体
と
の
取
引
の
内
容
を
見
直
そ
う
と
す
る
動
き
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
①
地
方
公
共
団

体
と
の
取
引
に
つ
い
て
採
算
分
析
を
行
っ
て
い
る
銀
行
は
五
六
行
、
二
行
が
今
後
開
始
す
る
と
し
て
い
る
。
②
指
定
金
融
機
関
契
約

書
等
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
四
行
が
見
直
し
を
完
了
、
四
〇
行
が
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。
③
指
定
金
融
機
関
の
業
務
内
容
の
明

確
化
に
つ
い
て
、
二
行
が
す
で
に
整
理
検
討
を
終
え
、
二
八
行
が
見
直
し
中
で
あ
る
。
④
事
務
処
理
の
電
子
化
推
進
に
つ
い
て
公
共

料
金
、
税
金
等
の
電
子
収
納
を
検
討
す
る
「
日
本
マ
ル
チ
ペ
イ
メ
ン
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
へ
の
参
加
働
き
か
け
を
約
六
〇
行
が
行
っ

て
い
る
。
⑤
時
価
会
計
導
入
に
対
応
す
る
た
め
、
四
三
行
が
縁
故
地
方
債
の
公
募
化
に
前
向
き
に
対
応
す
る
と
し
て
い
る
。

６
　
お
わ
り
に

以
上
の
よ
う
に
、
ペ
イ
オ
フ
導
入
に
と
も
な
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
サ
イ
ド
に
取
引
銀
行
と
り
わ
け
指
定
金
融
機
関
と
の
関
係
を

見
直
す
動
き
が
強
ま
っ
て
い
る
一
方
、
指
定
金
融
機
関
サ
イ
ド
に
も
、
従
来
の
預
貸
業
務
や
地
方
債
引
受
で
包
括
的
に
確
保
し
て
い

た
採
算
の
悪
化
が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
地
方
自
治
体
と
の
関
係
を
見
直
す
動
き
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

わ
が
国
の
地
方
公
共
団
体
の
公
金
運
用
が
銀
行
預
金
に
大
き
く
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
う
し
た
変
化
を
踏
ま

え
て
、
将
来
的
に
は
国
債
な
ど
の
安
全
性
の
高
い
債
券
で
の
公
金
運
用
の
比
率
が
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

注（
１
）

普
通
預
金
な
ど
の
流
動
性
預
金
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
三
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
。

（
２
）

総
務
省
（
二
〇
〇
一
）
参
照
。

（
３
）

ほ
か
に
歳
計
外
現
金
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
は
金
融
機
関
か
ら
担
保
と
し
て
徴
求
し
た
現
金
で
あ
る
が
割
合
と
し
て
は
小
さ
い
。
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（
４
）

地
方
自
治
法
第
二
三
五
条
第
一
項
、
第
二
項
に
は
、
都
道
府
県
は
金
融
機
関
を
指
定
し
て
公
金
の
収
納
・
支
払
い
の
事
務
を
取
り
扱
わ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
市
町
村
は
金
融
機
関
を
指
定
し
て
同
業
務
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
規
定
が
あ
る
。

（
５
）

注
（
２
）
に
同
じ
。

（
６
）

全
国
地
方
銀
行
協
会
「
今
後
の
地
方
公
共
団
体
と
の
取
引
の
あ
り
方
」
平
成
一
二
年
六
月
一
四
日
。
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